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横濱コクーン・スクウェアについて

【コンセプト】
「横浜発、絹の再興と新たな世界への拡散」



【コンセプト背景】
「横濱コクーン・スクウェア」は、絹とともに発展した横浜の歴史とともに絹の魅⼒を発信するイベントです。

横浜を拠点とするこのプロジェクトは、絹産業が衰退する中で、再び絹の価値を⾒出し、
その美しさと歴史を新たな局⾯で世界に広めることを⽬指しています。

⽇本の伝統素材である絹が、横浜という国際的な拠点から世界に向けて再興することで、
新しい時代においても絹が持つ優れた特性や美しさが再評価され、
多様な⽂化やライフスタイルに適応されることを期待しています。
このコンセプトは、横浜がかつて国際的な交流の場であり、
今もなおその国際性を持ち続けていることを反映しています。

横浜が絹の再興をリードし、新しい世界へと拡散させることで、異なる⽂化や地域との融合が⽣まれ、
絹が持つ柔軟性と美しさが世界中で愛される可能性が広がります。

また、新たな素材やデザインの開発、国際的なコラボレーションを通じて、
絹の新しい可能性を探求し、持続可能性を重視したアプローチを取り⼊れることで、
世界に向けて新しい価値を提供することをミッションとしています。



【ロゴマーク】
繭、そして世界の循環をイメージしデザインされています。



【実⾏委員 組織】



MICHIYO INABA
プロフィール

ファッションデザイナー
横浜市出⾝

バンタンデザイン研究所卒業

元町「ブティックAURA」主催
有限会社ワッツアップ 取締役

株式会社ジーディーエフ 代表取締役
株式会社ヨコハマワーフコネクト 取締役

2006年に 「⾐⾷遊」のトータルプロデュースを開始
2013年 「⽇本シルクを守り育てる会」会⻑に就任

2016年「 横浜絹フェスティバル」の⽴ち上げ
2020年 (社)東京ファッションデザイナー協議会理事就任

2022年絹フェスティバルを
「横濱コクーン・スクウェア」として新たに⽴ち上げる
2024年「横濱コクーン・スクウェア」実⾏委員⻑に就任

NPO法⼈⽇本⽂化経済リサーチセンター理事
学校法⼈ ⽥中千代学園・東京⽥中短期⼤学元客員教授

「横濱コクーン・スクウェア」を⽴ちあげて3年、
この度実⾏委員会の委員⻑に就任いたしました。
2016年に⽴ちあげた「横浜絹フェスティバル」に遡ると9年になります。

その間⼀貫して国産のシルクの素晴らしさ、⽣⽷の集積、
輸出で栄えた横浜の歴史、カイコが持つ限りない可能性を訴えて
参りましたが、昨年はシルクサミットとの共同開催により、
さらなる可能性を実感しております。

持続可能な循環型社会に貢献するシルク、横浜から世界に⽬を向けた
活動を展開して参りますので、なお⼀層のご⽀援、
ご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。
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横濱コクーン・スクウェア 実⾏委員会
委員⻑ 稲葉みちよのご挨拶



【横濱コクーン・スクウェアの取り組み実績】
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【横濱コクーン・スクウェアの取り組み実績】



【横濱コクーン・スクウェアの過去協賛企業】


